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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第３四半期
累計期間

第28期
第３四半期
累計期間

第27期
第３四半期
会計期間

第28期
第３四半期
会計期間

第27期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成21年
５月31日

自平成21年
９月１日
至平成22年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
５月31日

自平成20年
９月１日
至平成21年
８月31日

売上高（千円） 6,054,8775,457,6741,796,0611,705,3127,895,082

経常利益（千円） 148,213 123,556 10,599 14,907 118,166

四半期（当期）純利益（千円） 78,174 55,964 3,139 4,904 57,025

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 409,796 409,796 409,796

発行済株式総数（株） － － 9,154,4429,154,4429,154,442

純資産額（千円） － － 2,290,0092,263,2402,276,383

総資産額（千円） － － 4,747,7104,519,8194,735,699

１株当たり純資産額（円） － － 283.09 281.04 281.41

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.61 6.93 0.38 0.60 7.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 7

自己資本比率（％） － － 48.2 50.1 48.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
57,538 240,857 － － 30,436

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
23,504 29,165 － － △45,327

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
26,208△191,755 － － 23,186

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 423,237 401,892 324,072

従業員数（人） － － 370 355 366

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という）は含んでおりません。

　　　　３．第27期第３四半期累計（会計）期間及び第27期の持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がない

ため記載しておりません。また、第28期第３四半期累計（会計）期間については、関連会社が１社存在します

が、損益及び利益剰余金等からみて重要性が乏しいため記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年５月31日現在

従業員数（人） 355  

　（注）　従業員数は就業人員（社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同四半期比（％）

製品         

自社企画         

ポスター類（千円） 49,472 71.6

のぼり、幕類（千円） 30,305 79.3

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
73,541 92.5

その他（千円） 36,573 101.8

自社企画製品計（千円） 189,892 85.2

別注         

ポスター類（千円） 311,784 105.9

のぼり、幕類（千円） 219,150 83.7

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
237,843 84.9

その他（千円） 216,554 95.8

別注製品計（千円） 985,332 92.8

合計（千円） 1,175,225 91.5

　（注）　上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同四半期比（％）

包装紙、紙袋類（千円） 36,780 94.1

のぼり、幕類（千円） 14,613 48.1

造花、スチロールボード類（千円） 199,282 78.7

その他（千円） 91,029 118.0

合計（千円） 341,706 85.5

　（注）　上記の金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　自社企画製品につきましては見込み生産のため、該当事項はありません。

　別注製品につきましては、受注から売上計上までが短期間であり、販売実績とほぼ一致すること及び受注残高も寡

少であることにより記載しておりません。
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(4）販売実績

１）品目別売上高

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同四半期比（％）

製品         

自社企画         

ポスター類（千円） 54,294 92.1

のぼり、幕類（千円） 33,829 89.0

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
129,826 84.7

その他（千円） 36,317 96.9

自社企画製品計（千円） 254,268 88.4

別注         

ポスター類（千円） 315,359 110.2

のぼり、幕類（千円） 217,716 84.0

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
244,706 86.8

その他（千円） 211,986 95.4

別注製品計（千円） 989,768 94.3

製品計（千円） 1,244,036 93.0

商品         

包装紙、紙袋類（千円） 51,482 132.1

のぼり、幕類（千円） 20,284 55.4

造花、スチロールボード類（千円） 290,631 98.8

その他（千円） 98,877 110.8

商品計（千円） 461,275 100.5

合計（千円） 1,705,312 94.9

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２）地域別売上高

地域
当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同四半期比（％）

北海道・東北地区（千円） 89,847 90.4

関東地区（千円） 816,617 93.9

甲信越・北陸地区（千円） 64,798 115.2

東海地区（千円） 204,433 77.0

近畿地区（千円） 249,318 108.3

中国・四国地区（千円） 166,201 107.5

九州・沖縄地区（千円） 114,095 94.4

合計（千円） 1,705,312 94.9

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の区分は、当社販売先の住所によっております。

３）業種別売上高

業種
当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同四半期比（％）

製造業（千円） 343,466 92.0

卸売業（千円） 202,814 130.6

小売業（千円） 656,905 96.6

飲食業（千円） 24,775 63.4

サービス業（千円） 418,085 84.1

その他（千円） 59,265 115.2

合計（千円） 1,705,312 94.9

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４）主要販売先別売上状況

　主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。

 

２【事業等のリスク】

 当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

 6/25



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ215百万円減少し4,519百万円となりました。 

 流動資産は、現金及び預金が39百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が185百万円減少したこと、仕掛品が20

百万円減少したこと等により、前事業年度末比188百万円減少の2,685百万円となりました。

 固定資産は、有形固定資産が15百万円減少したこと、無形固定資産が７百万円増加したこと、投資その他の資産が

19百万円減少したことにより、前事業年度末比27百万円減少の1,833百万円となりました。 　

　流動負債は、支払手形及び買掛金が89百万円減少したこと、短期借入金が20百万円減少したこと、賞与引当金が87

百万円減少したこと等により、前事業年度末比136百万円減少の1,599百万円となりました。

　固定負債は、長期借入金が78百万円減少したこと、退職給付引当金が13百万円増加したこと等により、前事業年度

末比66百万円減少の657百万円となりました。

　純資産は、前事業年度末比13百万円減少の2,263百万円となりました。  

(2）経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出の緩やかな増加や設備投資の下げ止まり感があるものの、雇

用・所得環境は引き続き厳しい状況にあり、景気の先行き不透明感などから、依然として厳しい状況が続いており

ます。

このような環境の中、自社企画製品は、ＰＯＰ専門サービスの拡充に向け、売場の食材を使った料理方法・メ

ニュー等のレシピ動画の提供や、ＷＥＢによる受注強化を推進しておりますが、スーパーマーケット等からの受注

減少もあり、売上高は254百万円（前年同四半期比11.6％減）となりました。

別注製品は、食料・飲料メーカー等への消費者向け販促キャンペーンの受注強化を推進しておりますが、競争激

化や販促費削減の影響を受け、催事受注が減少し、売上高は989百万円（前年同四半期比5.7％減）となりました。

商品は、イベント景品の受注拡大もあり、売上高は461百万円（前年同四半期比0.5％増）となりました。

以上の結果、売上高は1,705百万円（前年同四半期比5.1％減）となりました。

一方、損益面では、採算重視の受注強化や販売費及び一般管理費の削減に努め、営業利益15百万円（前年同四半期

比40.7％増）、経常利益14百万円（前年同四半期比40.6％増）、四半期純利益4百万円（前年同四半期比56.2％増）

となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期間末より35

百万円増加し、当四半期会計期間末の残高は401百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、営業活動の結果得られた資金は186百万円（前年同四半期比７百万円減）とな

りました。これは、税引前四半期純利益16百万円を獲得したこと、賞与引当金の減少額31百万円、売上債権の減少

額159百万円及びたな卸資産の減少額32百万円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、投資活動の結果使用した資金は48百万円（前年同四半期比６百万円増）とな

りました。これは、定期預金の増加額 39百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、財務活動の結果使用した資金は102百万円（前年同四半期は０百万円の獲得）

となりました。これは、短期借入金の純減少額70百万円及び長期借入金の返済による支出31百万円があったこと

等によるものです。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、６百万円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①　株式の総数

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②　発行済株式　

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,154,442 9,154,442
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

単元株式数

1,000株

計 9,154,442 9,154,442 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年３月１日～　

平成22年５月31日　

　

― 9,154,442 ― 409,796 ― 417,677
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（６）【大株主の状況】

 平成22年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 浅野　薫  岡山市南区 2,399,676 26.21

 アルファ社員持株会  岡山市中区桑野709番地６ 1,127,600 12.31

 藤井　昌博  岡山市東区 724,574 7.91

 株式会社トマト銀行  岡山市北区番町２丁目３番４号 390,000 4.26

 株式会社南日本銀行  鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 364,000 3.97

 有限会社アサノコーポレイショ

ン
 岡山市南区新保1319番地の５ 328,174 3.58

 鈴木　荘平  香川県高松市 199,000 2.17

 株式会社みずほ銀行  東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 132,000 1.44

 山陽アルファ株式会社  岡山市北区内山下２丁目５番５号 100,000 1.09

 株式会社中国銀行  岡山市北区丸の内１丁目15番20号 99,000 1.08

計 － 5,864,024 64.05

　（注）当社は自己株式1,101,561株を保有しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ － －

議決権制限株式（その他） 　　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,101,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,006,000 8,006 同上

単元未満株式 普通株式 　  47,442 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 9,154,442 － －

総株主の議決権 － 8,006 －

 

②【自己株式等】

 平成22年５月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
岡山市中区桑野

709番地６
1,101,000 －    1,101,000 12.02

計 － 1,101,000 －    1,101,000 12.02

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
９月

10月 11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月

最高（円） 177 175 145 169 159 150 148 166 165

最低（円） 135 142 123 146 145 135 137 143 150

  (注）最高・最低株価は、平成22年４月１日より、大阪証券取引所（JASDAQ市場）におけるものであり、それ以前は、ジャ

スダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年９月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年５月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年９月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 　　　      0.2％

売上高基準 　　      0.4％

利益基準 　　　　　△2.3％

利益剰余金基準 　　△0.3％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 926,389 886,628

受取手形及び売掛金 1,097,958 1,283,356

商品及び製品 528,571 523,480

仕掛品 21,955 42,536

原材料及び貯蔵品 7,396 2,985

その他 110,595 140,990

貸倒引当金 △7,000 △5,400

流動資産合計 2,685,866 2,874,579

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 283,411

※
 297,560

土地 934,336 934,336

その他（純額） ※
 23,608

※
 24,510

有形固定資産合計 1,241,355 1,256,407

無形固定資産 22,097 14,354

投資その他の資産

その他 572,269 593,761

貸倒引当金 △1,769 △3,403

投資その他の資産合計 570,499 590,357

固定資産合計 1,833,953 1,861,119

資産合計 4,519,819 4,735,699

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 992,100 1,081,933

短期借入金 130,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 104,976 133,506

未払法人税等 46,500 24,100

賞与引当金 11,200 98,800

その他 314,767 247,937

流動負債合計 1,599,544 1,736,277

固定負債

長期借入金 236,728 315,460

退職給付引当金 36,997 23,639

役員退職慰労引当金 370,403 379,326

その他 12,905 4,611

固定負債合計 657,035 723,038

負債合計 2,256,579 2,459,315
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 409,796 409,796

資本剰余金 417,733 417,733

利益剰余金 1,700,862 1,701,522

自己株式 △262,230 △256,651

株主資本合計 2,266,161 2,272,399

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,921 3,984

評価・換算差額等合計 △2,921 3,984

純資産合計 2,263,240 2,276,383

負債純資産合計 4,519,819 4,735,699
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 6,054,877 5,457,674

売上原価 3,850,303 3,441,120

売上総利益 2,204,573 2,016,553

販売費及び一般管理費 ※
 2,047,425

※
 1,878,365

営業利益 157,147 138,188

営業外収益

受取利息及び配当金 3,061 2,660

助成金収入 － 1,920

その他 3,895 2,966

営業外収益合計 6,956 7,547

営業外費用

支払利息 7,693 6,157

為替差損 2,884 587

投資有価証券評価損 5,150 15,356

その他 161 78

営業外費用合計 15,890 22,179

経常利益 148,213 123,556

特別利益

固定資産売却益 － 773

特別利益合計 － 773

特別損失

固定資産売却損 531 265

固定資産除却損 300 197

特別損失合計 831 463

税引前四半期純利益 147,381 123,866

法人税、住民税及び事業税 32,305 59,359

法人税等調整額 36,902 8,542

法人税等合計 69,207 67,901

四半期純利益 78,174 55,964
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 1,796,061 1,705,312

売上原価 1,154,970 1,089,448

売上総利益 641,090 615,863

販売費及び一般管理費 ※
 630,109

※
 600,418

営業利益 10,981 15,445

営業外収益

受取利息及び配当金 741 506

投資有価証券評価損戻入益 1,116 －

助成金収入 － 238

その他 755 863

営業外収益合計 2,613 1,608

営業外費用

支払利息 2,644 1,827

為替差損 202 165

投資有価証券評価損 － 125

その他 147 28

営業外費用合計 2,994 2,146

経常利益 10,599 14,907

特別利益

固定資産売却益 － 622

貸倒引当金戻入額 624 1,096

特別利益合計 624 1,718

特別損失

固定資産除却損 － 197

特別損失合計 － 197

税引前四半期純利益 11,224 16,428

法人税、住民税及び事業税 20,790 25,783

法人税等調整額 △12,705 △14,260

法人税等合計 8,084 11,523

四半期純利益 3,139 4,904
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 147,381 123,866

減価償却費 25,388 24,493

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,935 △33

賞与引当金の増減額（△は減少） △96,800 △87,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △805 13,358

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △71,112 △8,923

受取利息及び受取配当金 △3,061 △2,660

支払利息 7,693 6,157

投資有価証券評価損益（△は益） 5,150 15,356

固定資産売却損益（△は益） 531 △508

固定資産除却損 300 197

売上債権の増減額（△は増加） 118,986 187,024

たな卸資産の増減額（△は増加） △50,672 11,080

仕入債務の増減額（△は減少） △151,635 △89,833

その他の資産の増減額（△は増加） 41,760 20,253

その他の負債の増減額（△は減少） 74,952 67,940

その他 3,456 447

小計 49,579 280,618

利息及び配当金の受取額 3,438 3,081

利息の支払額 △7,774 △6,153

法人税等の支払額 12,294 △36,688

営業活動によるキャッシュ・フロー 57,538 240,857

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 37,706 38,059

有形固定資産の取得による支出 △2,167 △9,547

有形固定資産の売却による収入 1,918 3,095

投資有価証券の取得による支出 △15,001 △1,347

関係会社出資金の払込による支出 － △5,474

長期貸付けによる支出 △4,200 －

長期貸付金の回収による収入 1,154 900

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 － 2,036

その他 4,093 1,443

投資活動によるキャッシュ・フロー 23,504 29,165
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 △20,000

長期借入れによる収入 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △143,838 △107,262

自己株式の取得による支出 △21,720 △5,578

リース債務の返済による支出 － △2,093

配当金の支払額 △58,232 △56,821

財務活動によるキャッシュ・フロー 26,208 △191,755

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,456 △447

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103,794 77,820

現金及び現金同等物の期首残高 319,443 324,072

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 423,237

※
 401,892
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　   該当事項はありません。

　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期累計期間　　　　　　　　　　
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

（四半期損益計算書）　　　　　　　　　

　前第３四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期累計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は463千円であります。　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成21年８月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、513,611千円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、503,678千円であり

ます。

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 946,759千円

賞与引当金繰入額 11,552

役員退職慰労引当金繰入額 14,730

退職給付費用 42,826

貸倒引当金繰入額 770

給料手当 878,227千円

賞与引当金繰入額 8,523

役員退職慰労引当金繰入額 11,956

退職給付費用 51,777

貸倒引当金繰入額 1,155

 

前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 279,579千円

賞与引当金繰入額 11,552

役員退職慰労引当金繰入額 4,623

退職給付費用 13,184

給料手当 277,896千円

賞与引当金繰入額 8,523

役員退職慰労引当金繰入額 3,853

退職給付費用 17,030
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

（千円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年５月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 946,793

預入期間が３か月を超える定期預金 △523,556

現金及び現金同等物 423,237

 

現金及び預金勘定 926,389

預入期間が３か月を超える定期預金 △524,497

現金及び現金同等物 401,892

 

 

（株主資本等関係）

　当第３四半期会計期間末（平成22年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年９月１日　至　平成22年

５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　9,154,442株　　　　　　

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　1,101,561株　　　　　　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　　　　（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月27日

定時株主総会
普通株式 56,624 ７  平成21年８月31日 平成21年11月30日利益剰余金

（2）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後と

なるもの

　　　該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　当第３四半期会計期間末（平成22年５月31日）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期会計期間末（平成22年５月31日）

 該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　前第３四半期会計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日）及び前第３四半期累計期間（自 平成20年

９月１日 至 平成21年５月31日）

 該当事項はありません。

　

　当第３四半期会計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自 平成21年

９月１日 至 平成22年５月31日）

 関連会社は、損益及び利益剰余金等からみて重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（ストック・オプション等関係）

　当第３四半期会計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日）

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成21年８月31日）

１株当たり純資産額 281.04円 １株当たり純資産額 281.41円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9.61円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 6.93円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 78,174 55,964

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 78,174 55,964

期中平均株式数（株） 8,132,892 8,067,708

　

前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.38円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 0.60円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 3,139 4,904

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 3,139 4,904

期中平均株式数（株） 8,089,148 8,053,281
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（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

当第３四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比較して著しい変動がありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   
平成21年７月２日

　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファの

平成20年９月１日から平成21年８月31日までの第27期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成21年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

24/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   
平成22年６月28日

　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファの

平成21年９月１日から平成22年８月31日までの第28期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成22年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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